
新年度にあたり、御挨拶申し上げます。
今年は、１月に香川県で高病原性鳥インフルエンザの発生、近隣諸国では口蹄疫、
高病原性鳥インフルエンザの発生が継続しているため、引き続き侵入防止対策に力
を入れていく必要があります。昨年３月に本県においても高病原性鳥インフルエンザ
の発生がありましたが、関係者の皆様の御協力により迅速に封じ込めることができま
した。この場をお借りしてお礼申し上げます。発生後は、各農場の防疫計画の見直し、
防疫対応マニュアルの改正、農場立ち入り調査及び通報体制の徹底等の高病原性
鳥インフルエンザ防疫体制の強化を進めたところです。また、モニタリング調査、巡回、
報告徴求等の監視体制も継続していきますので、皆様の御協力をお願いいたします。
豚のオーエスキー病において、３月末で本県は清浄県（ステータスⅢ・前期以上）と
なりました。これは、生産者の御努力と関係機関が一丸となって進めてきた結果です。
今後は、今までの苦労、努力を忘れずに清浄性維持に努めていきたいと思います。
牛では、昨年度から始まった牛ウイルス性下痢・粘膜病（BVD-MD)清浄化対策が
順調に進み、本病で問題となる持続感染牛（PI牛）を数多く摘発しております。今年度
も本病対策を強化して進める予定です。全国的に早く本病の清浄化が進むことを願う
ばかりです。
４月から当所も新体制となり、フレッシュなメンバーでこれまで以上に管内の家畜防
疫及び家畜衛生に努めていきますのでよろしくお願いいたします。

所長 青木 茂

平 成 ３ ０ 年 ４ 月 第 １ 号 （ 鶏 ）

東 部 ・ 北 部 家 畜 防 疫 獣 医 師 会

T E L ： 0 4 7 5 ( 5 2 ) 4 1 0 1

（ 公 社 ） 千 葉 県 畜 産 協 会
東 部 家 畜 保 健 衛 生 所

http://www.pref.chiba.lg.jp/nourinsui/

kaho/toubu/index.html

F A X ： 0 4 7 5 ( 5 2 ) 3 3 3 5

所長 青木 茂
次長 道本 昌信

主幹 小島 洋一
西川 潤 阿部 敬
中山 雄大 清水 耕平

課長 古屋 聡子
鑓田 清子（庶務） 進藤 彰
小形 次人 関谷 圭美
中島 有美子 山桐 慶之

防疫課 衛生指導課

片山 雅一、石原 勇人、行方 康子、原 康弘
平野 亨、中代 浩之、不破 友介

転出者



我が国は鳥インフルエンザの
清浄国となりました

平成３０年１月に香川県で発生した高病原性鳥インフルエ
ンザ（HPAI）について、１月１４日までに全ての発生農場の防
疫措置が完了しました。
その後、３か月間新たな発生が確認されなかったことから、
我が国は、OIEの規定に基づき、４月１５日付けで鳥インフル
エンザの清浄国となりました。

なお、4月に台湾では家きん（H5N2）、香港では野鳥
（H5N6）においてHPAIが発生していますので、引き続き
注意が必要です！

東部家畜保健衛生所 TEL.0475-52-4101
夜間・休日は転送されますので、必ず５回以上コールしてください

飼養衛生管理基準の遵守を徹底していただき、鳥インフルエンザを疑う症

状、死亡率の急激な上昇など異状があればすぐに家畜保健衛生所に連絡

をお願いします。

□ 野生動物が家きん舎の内部へ侵入可能な経路をふさぐ！
□ 家きん舎の内部及び外部を詳細に点検・修繕する！

□ 家きん舎に入る際、衣服・靴の交換や消毒を徹底する！

□ 死亡家きんを家きん舎内に保管しない！
□ 家きん舎周辺の清掃、整理及び整頓！（周辺の草刈りなど）
□ 農場の入口に「関係者以外立ち入り禁止」の看板を設置する！
□ 農場に出入りした人・車両等の情報を記録する！

□ 伝染病発生国からの郵便物等を農場内へ持ち込まない！

これからゴールデンウィークを迎えるにあたり、
海外からの渡航者や物の往来が増加します。
下記のチェックポイントを再確認しましょう！


